
鳥栖市立基里小学校 中川(白水)美帆 

１ 学年・単元名 

第３学年 単元名「こん虫の育ち方」 

 

２ 単元学習計画 

次 
時 

 数 児童の学習活動 

１ ５ ○チョウの卵や青虫、成虫の姿を比べて、気付いたことを話し合い、チョウの育ち方につ

いて姿を比べながら調べる。 

２ ２ ◎チョウの体と他の虫の体を比べて、気付いたことを話し合い、いろいろな虫の体のつく

りについてチョウの体のつくりと比べながら調べる。 

３ ３ ○トンボやバッタの育ち方を、チョウの育ち方と比べながら調べる。 

 

３ 単元の展開について（TYPE６・７ 第２次２時目の実践）  

［自然の事物・現象］ 

 

 

 

 

［問題］場面① 

 

 

 

［予想］ 

 

 

 

 

［観察・実験など］ 

 

 

［考察］場面② 

 

 

 

 

 

［結論］ 

 

 

［結論］ 

 

 

 

［問題］ 

 

 

 

 

以下略 

昆虫(せい虫)の体は頭、胸、腹からできていることや胸からあしが６本あることを理解する。 
昆虫の体のつくりについて観察を行い、得られた結果を基に考察し、表現するなどして問題解決をする。 

ショウリョウバッタは昆虫なのか。 オオクロアリは昆虫なのか。 ダンゴムシは昆虫なのか。 

バッタはあしが６
本あるから昆虫だ

と思う。 

アリは頭、胸、腹の３つに分
かれているように見えるか
ら昆虫だと思う。頭から出て
いるのは触覚だと思う。 

ダンゴムシはあしが
たくさんあるから昆
虫ではないと思う。 

それぞれの調べたい虫の実物や画像をみて、観察を行い、結果を記録する。 

バッタは頭、胸、腹に分かれていて
胸からあしが６本あったので昆虫。 
 

バッタはあしが６本あ
り胸のあたりからあし
があった。その部分を胸
だと考えたら、頭、胸、
腹に分かれていたので
昆虫だと思う。 

アリは頭が△で胸が細
長い□で腹が○っぽく
なっていて３つに分か
れていた。胸から６本
のあしがあったので昆

虫だと思う。 

ダンゴムシはあしが６
本以上あり、頭、胸、腹
が１つにまとまってい
るように見えた。だから
昆虫ではないと思う。 

昆虫は、どのような順序で育つのだろうか。 

たまご→よう虫→さなぎ→せい虫 たまご→よう虫→せい虫 

ダンゴムシはあしが６本以
上あるので昆虫ではない。 
 

アリは頭、胸、腹に分かれていて胸
からあしが６本あったので昆虫。 



４ 児童の姿と指導上の留意点 

(1) 場面①（個別最適に学んでいる姿） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 場面②（協動的に学んでいる姿） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 実践についての考察 

○児童が調べてみたい虫について、学習したことを基に昆虫かどうかを実際に観察したり図鑑や画

像を見たりしながら考えた。昆虫(せい虫)の体は「頭・胸・腹の３つの部分でできていること」

や「胸にあしが６本あること」など、その虫が「昆虫か昆虫ではないか」を主体的に考え、個別

最適に学ぶことができた。 

○児童自ら調べた昆虫について、実物や画像を見せながら説明したり昆虫である２つの条件をもと

にその虫が本当に昆虫なのかを協議したりするなどして、活発に考えを交流する姿や協働的に学

ぶ姿が見られた。 

△観察する虫によっては実物を観察できず、画像のみで結果を得たり考察したりする児童がいた。

今回は児童が調べたい虫についてそれぞれに調べたが、実物を観察するために予めいくつかの虫

に指定をしてもよかった。 

 

６ 参考文献・ＵＲＬ 

・鳴川哲也・塚田昭一編著 『小学校理科と個別最適な学び・協働的な学び』 令和６年 明治図書 

学習活動 指導の留意点 児童の姿「ノート記述、発言、活動の姿など」 

調べてみたい虫につ

いて、その虫は「昆虫

か昆虫ではないか」を

考える。 

 

・既習内容を基にその虫

が「昆虫か昆虫ではない

か」を考えながら観察す

ることを伝える。 

・実物を見ることができ

ない場合は画像で検討し

てもよいことにする。 

・Ａ児 

「バッタはあしが６本あるから昆虫だと思

う。」 

・Ｂ児 

「アリは頭、胸、腹の３つに分かれているよう

に見えるから昆虫だと思う。頭から出ている

のは触覚だと思う。」 

・Ｃ児 

「ダンゴムシはあしがたくさんあるから昆虫

ではないと思う。」 

 

学習活動 指導の留意点 児童の姿「ノート記述、発言、活動の姿など」 

観察した結果や考察

を基に、それぞれが調

べた虫が「昆虫か昆虫

ではないか」を話し合

い、検討する。 

 

・既習した昆虫であるた

めの条件を確認する。 

・実証性、客観性を高め

るために、意見交流を行

う。 

・意見交流で気づいたこ

と全体に共有すること

で、さらに客観性を高め、

結論に導くことができる

ようにする。 

・Ａ児 

「バッタはあしが６本あり胸のあたりからあ

しがあった。その部分を胸だと考えたら、頭、

胸、腹に分かれていたので昆虫だと思う。」 

・Ｂ児 

「アリは頭が△で胸が細長い□で腹が○っぽ

くなっていて３つに分かれていた。胸から６

本のあしがあったので昆虫だと思う。」 

・Ｃ児 

「ダンゴムシはあしが６本以上あり、頭、胸、

腹が１つにまとまっているように見えた。だ

から昆虫ではないと思う。」 

 


